
1999年 県立高校数学入試問題　解答
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　８０円　　　　ｘ個
１００円　　　（２０－ｘ）個

　８０円　　　（２０－ｘ）個
１００円　　　　ｘ個

８０x＋１００（２０－ｘ）＝８０（２０－ｘ）＋１００ｘ＋４０

４０ｘ＝３６０ ｘ＝９ 答 　８０円のお菓子　　９個
１００円のお菓子　１１個
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備考：連立方程式にしてもよい。
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目次２へ 問題へ

http://kore.mitene.or.jp/~tohru/mokuji2.html
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（Ａ，Ｅ，Ｆ）　　　　　　　　の４通り
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（Ａ，Ｅ，Ｆ）

（２）Ａを頂点とする三角形は全部で

の１０通り。このうち直角三角形になるのはアンダーラインのついた

６通り。したがって求める確率は
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３　（１）小さな円すいの高さをＸcmとすると（右図）

より　3x=x+4　　x=2
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立体Ｋの展開図は下図のようになる。
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立体Ｋの側面積＝

図形Ｍの面積＝
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４　（１） ｔ＝３のとき右図より
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（３） 正方形の面積の
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５　（１） △ＡＢＤと△ＥＢＣにおいて

接線ＢＣと弦ＡＢのつくる角の性質より

　　　　　　　　　∠ＡＤＢ＝∠ＡＢＣ　　　　　①

ＡＢ//ＣＥより　　∠ＥＣＢ＝∠ＡＢＣ　　　　　②

①②より　　　　　∠ＡＤＢ＝∠ＥＣＢ　　　　　③　　　　　

また、四角形ＡＢＥＣは円に内接するから

　　　　　　　　　∠ＤＡＢ＝∠ＣＥＢ　　　　　④　　　　　

③④より、２組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　△ＡＢＤ∽△ＥＢＣ
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（２） ア △ＡＢＤ∽△ＥＢＣ　より

△ＡＢＣ∽△ＢＤＣ　より

△ＡＢＤ∽△ＥＢＣ　より
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